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名和高司
(Nawa, Takashi)

 東京大学法学部卒、ハーバード・ビジネス・スクール修士（ベーカースカラー授与）。三菱商事の機械（東
京、ニューヨーク）に約１０年間勤務。

 マッキンゼーのディレクターとして、約20年間、コンサルティングに従事。自動車・製造業分野におけるア
ジア地域ヘッド、デジタル分野における日本支社ヘッドを歴任。日本、アジア、アメリカなどを舞台に、多様
な業界において、次世代成長戦略、全社構造改革などのプロジェクトに幅広く従事。

 2010年6月より、一橋大学ビジネス・スクール(国際企業戦略科）教授に就任。同校においては、「問題解

決」「グローバル経営」「イノベーション戦略」「デジタルトランスフォーメーション戦略」「コーポレートガバナ
ンス」を担当。2014年より、30社近くの日本企業の次世代リーダーを交えたＣＳＶフォーラムを主催。

 2021年4月より、京都先端科学大学客員教授に就任

 デンソー（～2019年6月）、ファーストリテイリング、味の素、SOMPOホールディングス、 NECキャピタルソ
リューションズの社外取締役、三菱ケミカル、日本電産、ボストン・コンサルティング・グループ（～2016年
12月）、アクセンチュア、インターブランドなどのシニアアドバイザーを兼任。

 IPR（Industry Process Redesign）という手法を提唱し、METIと共同で、6産業の業界構造変革の道筋と
その経済効果を発表。多様な業界において、業界再編・異業種共創を提唱し、複数のM&A、アライアンス
案件を支援。

 顧客価値を高めつつ、提供コストを徹底的に切り詰める「スマート・リーン」イノベーションを次世代成長を
駆動するモデルとして提唱。企業における実践を支援する組織として「株式会社ジェネシスパートナーズ」
を設立し、その代表取締役に就任。日本やアジアを代表するグローバル企業の次世代成長を支援。

 「CSV経営戦略」 「経営改革大全～企業を壊す100の誤解」 「企業変革の教科書」「成長企業の法則」「コ
ンサルを超える問題解決と価値創造の全技法」「学習優位の経営」「失われた20年の100社の勝ち組企
業100社の成功法則～X経営の時代」「日本企業をグローバル勝者にする経営戦略の授業」「日本人が誤
解するSDGｓの本質」 「パーパス経営」「稲盛と永守」（近刊）など著書多数
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資本主義（キャピタリズム）から志本主義（パーパシズム）へ

・エシカル消費
・ライフシフト、など
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顧客市場

人財市場

金融市場

・ミレニアル世代・Z世代
・ワークシフト、など

・ESG
・マネーシフト、など



MVVからPDBへ

Mission

（使命）

Vision

（構想）

Value

（理念）

Purpose

（志）

Dream

（夢）

Belief

（信念）

資本主義（キャピタリズム） 志本主義（パーパシズム）
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プ
ラ
ス
面

マ
イ
ナ
ス
面

短期 長期

コスト↓ リスク↓

売上↑ 無形資産↑

パーパスからプロフィットへ
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エシカル消費に対する消費者の関心の高さエシカル消費への関心
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Source: Interbrand analysis with data sourced from Thomson Reuters and Best Global Brands
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ブランド価値と企業価値の相関関係
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やる気と生産性の関係
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出典：ベイン・アンド・カンパニー （President Online 2017.10.31）



ヤマハの感動サイクル

TOK-ZWJ156-20100318-TNw

C2

ヤマハらしさに

対するパートナーの

愛着の醸成

投資の拡大

社員の誇りの醸成

ヤマハらしさの体現

ヤマハらしい

技術／製品／

サービスの開発

Y3

ヤマハらしさとその

体験の顧客への伝達

Y1

C3

ヤマハに対する

永続的な愛着の醸成

サービスを通じた

ヤマハへの絆と

愛着の強化

新規顧客の増加

入社希望者の増加

従業員とパートナーに

とっての感動

顧客にとっての

感動

C1

ヤマハらしい製品を

保有することへの

興奮の醸成

C2

ヤマハらしさの

理解と体験

感動サイクル

•感動サイクルは、私たちヤマハ発動機の事業活動をブランド視点で表したものです。

•私たちは「感動創造企業」として、感動の輪を広げることでブランド価値と企業価値を高め、
感動を生み出し続けます。

ヤマハらしさの

伝道師となり、第3者に

発信し続ける

C4

潜在的ファンの増加

B2

B3

台あたり利益の増加

販売台数の増加

利益の増大

株価の向上
C6

Y: YAMAHA

C: Customer  

B: Business
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Y2

B１

Y4

C5

C2



出典：味の素社 日本組織学会発表 福士 渡辺ら
組織文化は企業業績に直結する ２０１９ ６. 

エンゲージメントスコアと業績の相関関係



【Q1】御社には明確なパーパス（企業の存在意義）や
パーパス・ステートメントが明文化されていますか？

【Q2】パーパス経営を行う上で抱えている課題を教えてください

74%

16%

7%

3%

はい

いいえ

わからない

その他

22%

32%

8%

23%

12%

3%

顧客ロイヤリティ（CX、CS）向上

ブランド価値、レピュテーション向上

優秀な人材の採用の促進

従業員体験価値（EX、ES）向上

イノベーティブな製品・サービス開発の加速

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50%

【Q1】上記にて「その他」にチェックされた方は、 こちらにご入力ください
（自由記入）

・「専営化」事業再編中

・企業理念＝パーパスであるという明確なコンセンサスはない。

・食と健康の課題解決企業になること

・従来から企業理念には、企業の存在価値の要素も含まれていたが、 2021年4月に正式なパーパス

が制定されました。

・一昨年、企業理念は刷新したものの、明確なパーパスの打ち出しはこれから。

・CSV経営の取組としてのパーパスは明文化されている。

・これから設定しようとしている。

・キャッチフレーズ的なものはあるが、まとまった形のものはないと思われる

・経営理念については明文化されておりますが、

パーパスというキーワードは使用しておりません。

・社会課題が急激に変化している中において

当社のパーパスは何なのか、あらためて問われている状況。

DIAMONDハーバード・ビジネス・レビュー マネジメントフォーラム＜WEBセミナー＞

未来を問い直すパーパス経営の実践
5/25/2021  (n=299)

%13

%40

%25

%14

8%

【Q3】パーパス経営の実践によって、
どのような企業価値が生まれると思われますか？

経営陣のコミットメントがなく、 実態が

伴っていない

従業員への浸透が進まない

パーパスの定義が難しい

パーパス実現のための投資ができていない

その他
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外部との連携性

地域社会、行政、専門性のある団体等

消費者の行動変容 事業の継続性

消費者 事業者

消費者把握 独自性・革新性 コミットメント
・現場力

双方向コミュニケーション

共創・協働す
る

社会価値の創出

社会価値 地方創生

法令遵守・コーポレートガバナンス

定義： 「消費者」と「共創・協働」して「社会価値」に資する経営

目標： 持続可能な社会に貢献する

ＳＤＧｓ
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消費者庁：消費者志向（サステナブル）経営

＜本年度受賞企業＞



Ｉ

ＩＩ

ＩＩＩ

ＩV

マテリアリティ分析
～規定演技から自由演技へ

会社にとっての重要度

II

社
会
に
と
っ
て
の
重
要
度
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マズローの欲求段階説との関係
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成熟社会的課題

成長社会的課題

新興社会的課題

Mind

Greed

Fear

社会課題の地域性 キーレバー



日本発パーパス経営のキーワード
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からだ→こころ

 安全→安心（Peace of mind）

 Landscape→Mindscape

 健康→幸福（Wellness, Happiness）

共感共創力

 個→共

 狩猟民族ｖｓ農耕民族→遊牧民族（ノマド）

 必然→偶然（セレンディピティ）

日本的価値観

 品質→QoX

 Pure → Fusion

 交感神経→副交感神経

 Mouthful →Mindful
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志す

(To Be)

実践する

(To Do)

•発信する
•(To Say)

成果を出す

(To Impact)

戦略 資産 組織

客観正義
（一神教）海外

日本
主観正義
（多神教）

無形資産
（しくみ）

S>DGｓ 無形資産
（たくみ）

トップのコミッ
トメント
＆

現場のエン
ゲージメント

新SDGｓ Speedy & 
Scalable
（創造的
破壊）

Sustaining& 
Self-

organizing
（継続的
進化）

共感（主観）
ストーリー

理念（客観）
ストーリー

志本経営ベストプラクティス比較



DXからMX（マネジメント・トランスフォーメーション）へ

パフォーマンス

これまで これから

時間

MTP*

自社(現状)

Ⅲ. 変革の方向性
(脱学習・Pivot)

• Innovation @edges

• ミドルを核としたメビ
ウス運動

• Scalingのためのア
ルゴリズム（クリエー
ティブ・ルーティン）の
埋め込み

Ⅱ. 自社の「クセ」（課題：
Issues）

• Speed/Scaleの欠
如（「やってるつも
り」病）

• Thousand 

Flowers（「ＰＯＣ」
病）

• トップ・現場、各機
能間の「つなぎ」の
弱さ（「出島」病）
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Ⅰ. 「あるべき姿」
(志・パーパス)

・わくわく

・ならでは

・できる

* Massive Transformative Purpose（北極星）




